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１．はじめに 

2021 年に実施した地下水に関する意識調査 1)（以下，前年の意識調査と呼ぶ）では，地下水に関

して「冷たい」「おいしい」「きれい」といったポジティブなイメージを持つ人々が多いことが明ら

かとなった一方で，地下水の流れ方や水資源量に関する基本的な知識について理解度が低いことが

明らかになった。また，年齢層が低いほど地下水への関心度が低く，地下水に対するイメージが悪

い傾向が確認された。健全な地下水保全を行う上では，市民を含む流域のステークホルダーとの協

働が必要不可欠であり，市民が地下水への関心を持ち，積極的にコミュニケーションを取る環境づ

くりは，地下水マネジメントにおいて重要と考える。

そこで，本研究では若年層における地下水への関心の低下・イメージの悪化の要因を考察する目

的で，引き続き地下水に関するアンケート調査を実施した。

２．アンケート調査方法 

２．１ 回答者の概要 

アンケート調査は，全国 47 都道府県に居住する 20 代から 60 代の男女 1,600 人を対象に，ウェブ

形式で実施した。また，年齢別や地域別で回答者数に偏りが無いよう，表－1 の通り回答者数を設

定した。

２．２ 設問内容

アンケートは全 4 問設定した。アンケートの内容を表－2 に示す。設問 1「ナチュラルミネラルウ

ォーターの水源」は，近年のミネラルウォーター類（地下水を原料としないボトルドウォーター含
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む）の市場拡大に伴い，国内生産量が 1982 年の 87,000 kL から 2021 年の 4,154,338 kL まで増加し

ている一方で 2)，前年の意識調査で地下水に対するイメージが悪いと回答した回答者が一定数確認

されたため，ナチュラルミネラルウォーターの原料が地下水であることに対する一般市民の認知度

を把握する目的で設定した。設問 2「地下水のイメージ」は，前年の意識調査で課題となった年代

別・地域別の回答者数の偏りを無くした上で，年代別・地域別にイメージの差があるか分析するた

めに設定した。設問 3 の背景として，日本における上水道の普及率が 1960 年時点で 36%だったた

め，生活用水に地下水を使用していた年代がある一方で，1990 年以降に上水道整備が全国で急速に

進み，上水道普及率が 95%を超えたことで 3)，地下水を使用しない年代が増加したと考えられる。

また，地下水は地域によって賦存量や水質が異なるため，現在においても地下水を使用している地

域と使用していない地域がある。そこで，設問 3「地下水の使用経験」では，この地下水の使用経

験に対する年代別・地域別の特徴を明らかにする目的で設定した。設問 4 の背景として，2014 年に

内閣府によって制定された「水循環基本法」では，第 17 条において，国は，国民が健全な水循環の

重要性についての理解と関心を深めるよう，健全な水循環に関し，学校教育及び社会教育における

教育の推進，普及啓発等のために必要な措置を講ずるものとされている 4)。しかしながら，教育の

推進や普及啓発の活動が実際に行われているか，また，その活動が地下水に対する関心を高める点

に効果的かどうかは不明瞭である。そこで，設問 4「地下水を学ぶ機会（水循環含む）」は，この地

下水に関する教育に対して年代別・地域別の違いを明らかにするために設定した。 

 

３．調査結果 

 設問 1「ナチュラルミネラルウォーターの水源」の調査結果を図－1 に示す。設問 1 では，年齢が

高いほど「地下水」の割合が高い一方で，年齢が低いほど「河川水」や「水道水」の割合が高かっ

た。また，地域別では「地下水」の回答割合が地域であまり差が出なかったものの，「河川水」の回

答割合が平均で 23%に対して関東が 27％，中国が 28％と高い地域があった。 

設問 2「地下水のイメージ」の調査結果を図－2 に示す。設問 2 の年代別における結果は，前年の

意識調査同様に，年齢が高いほど「冷たい」，「おいしい」，「きれい」といったポジティブなイメー

ジが高いのに対し，年齢が低いほど「汚い」，「おいしくない」，「ぬるい」といったネガティブなイ

メージが高く，特に 20 代でその傾向が強かった。また，地域別では，九州・沖縄で「冷たい」「お

いしい」「きれい」が全体平均よりも高く，中部と中国で「冷たい」「きれい」が全体平均よりも高

かった。一方，近畿と四国では「冷たい」「おいしい」「きれい」が全体平均より低くなった。 
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図-1 設問 1「ナチュラルミネラルウォーターの水源」の回答結果（左図：年代別，右図：地域別） 
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設問 3「地下水の使用経験」の調査結果を図－3 に示す。設問 3 では，すべての年代で「使用した

ことがない」が最も回答が多く，生活用水での使用や自宅以外での使用に年代別の明瞭な差は見ら

れなかった。地域別では九州・沖縄が「生活用水」「自宅以外で使用」の割合が全体平均より高く，

四国においても「生活用水」で使用している割合が高い。 

設問 4「地下水を学ぶ機会」の調査結果を図－4 に示す。設問 4 では，若い年代ほど「小・中・高

校の授業で学んだ」割合が高かった一方で，行政や研究機関，企業のイベントで学んだ割合はすべ
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図-2 設問 2「地下水のイメージ」の回答結果（左図：年代別，右図：地域別） 
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図-3 設問 3「地下水の使用経験」の回答結果（左図：年代別，右図：地域別） 
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図-4 設問 4「地下水を学ぶ機会」の回答結果（左図：年代別，右図：地域別） 
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ての年代を通して 10%未満であった。地域別では，「小・中・高校の授業で学んだ」割合が全体平均

の 37%に比べて九州・沖縄が 43％，北陸が 42%，関東が 40%と高かった。一方，四国と中国はとも

に 33%と低い傾向を示した。 

 

４．考察 

 設問 1～4 に対する回答の結果より，年齢が高いほどナチュラルミネラルウォーターの水源を理

解しており，地下水に対するポジティブなイメージを持つ割合が高い一方で，地下水を学ぶ機会が

少ない傾向にあった。これは，過去に地下水に触れあう機会が多くあったことで，学ぶ機会が少な

くても地下水に対してポジティブなイメージが高いことが考えられる。また，若い年代では，地下

水に関して学ぶ機会が多いものの，ポジティブなイメージが低い傾向にあった。これは，現在教育

現場等で実施されている内容が地下水のイメージ・関心度向上につながりにくい可能性が考えられ

る。また，地下水を学ぶ機会の特徴として，小，中，高校等の学校での授業が多く，行政や企業に

よるイベントなどは少ない。流域での地下水マネジメントの観点で見れば，授業だけでなく，行政

や地下水を利用している企業と連携し，多様な場面で地下水に触れあう機会を設けることも，地下

水に対するイメージ・関心度向上につながる可能性がある。 

 地域別にみると，九州・沖縄で地下水に対してポジティブなイメージが高い傾向にあった。これ

は，生活用水や自宅以外の場所で使用している割合が他の地域に比べて高いため，回答者も地下水

に触れあう機会が多くあった可能性があり，ポジティブなイメージにつながっていることも考えら

れる。 

 

５．おわりに 

 本研究では，47 都道府県の一般の男女 1,600 人を対象にアンケートを実施し，地下水に関するイ

メージや使用経験・学ぶ機会について，調査を行った。その結果，年齢が高いほど普段飲んでいる

ミネラルウォーターの水源を意識しており，地下水に対してポジティブなイメージを持っている一

方で，年齢が低いほど水源に対する関心度が低いことが改めて確認された。また，若い年代では，

地下水に関する教育を受けている傾向が認められたものの，地下水に対するイメージは悪い。この

ため，学校教育におけるアプローチの改善だけでなく，行政，大学，企業など多様なステークホル

ダーと連携し，訴求していくことも地下水に対するイメージ・関心度向上の可能性があると考えら

れる。地域別で見ると，九州・沖縄でポジティブなイメージが高く，使用経験・学ぶ機会が多い傾

向であった。このような地域で行われている取り組み等を参考にしつつ，イメージ・関心度向上に

向けたサイエンスコミュニケーションの場を増やしていくことが，これからの地下水保全に重要で

ある。 
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